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要     旨

 「白豪主義」と訣別し多民族国家への道を歩んでいるオーストラリアにおいて，多文化教育

（mu1ticu1turaleducation）は，国家政策上，重要な位置を占めている。本論文では1970年代

以降，急速な進展を遂げているオーストラリアの多文化教育の内実を，社会科教育の視点に立

って教材やカリキュラムの面から分析し，以下のような知見を得た。

 カりキュラム開発センター（CDC）とカンタス航空によって開発された「オーストラリアの

17家族（17Australian Fami1ies）」は，オーストラリアに生活する17の家族についてのケー

ススタディを学習の中心に位置づけているが，個性的な家族の歴史的背景や日常生活について

の実話を取り扱い，文化の多元性・相対性の自覚と諸文化の共存，さらには「統合」をめざし，

そのための方策として，価値についての教育を童槻している点が注目に値する。

 ニューサウスウェールズ（N．S．W．）州の社会科では，自分自身の民族的背景の理解とともに，

他の民族集団の人々と積極的にかかわっていく能力・態度の育成がめざされており，多文化教

育に対する社会科の積極的役割を主張している点で注目に値する。また，中等社会科教育にお

ける「アジアについての社会科（Asian Social Studies）」では，アジアの様々な集団の文化や

人々の生活様式を取り上げ発展的な学習を試みているが，それは多文化教育の前提となる異文

化間教育の面で評価でき，日本の社会科教育にも多大な示唆を与える。

 「我が地域社会への移住者（New Settler in Our Commmities）」は学校・地域で開発され

た社会科カリキュラムの一部であるが，新住民（移民）との相互理解とともに，「移住者から何

を学べるか」という中心課題を設定し，諸文化の共存，「統合」を強調している点が注目に値す

る。

 文化多元主義と文化相対主義に一立脚した上で「統合」をめざすというオーストラリアの多文

化教育の在り方は，我が国の国際理解ないしは異文化間理解のための教育にも示唆を与えるこ

とができる。
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1、はじめに

 非ヨーロッパ系の人々の移民を実質的に阻んでいた書き取りテストの1958年の廃止は，オー

ストラリアを多民族国家へと向がわせる転機となった。永住権獲得のための条件としての滞在

年数に関する差別的制限が1966年まで残っていたため，非ヨーロッパ系移民は急激には増加し

なかったが，移民に対する教育政策が「同化」から「統合」へとしだいに移行するに伴い1｝，「白

豪主義」は政策面におい．て完全に消滅することになったからである2〕。1972年に成立した労働党

政権下において，グラビー移民相は，オーストラリアの多民族国家化という状況を踏まえて、

オーストラリアが多文化社会であるということを公的に表明し，同化政策からの訣別はより明

確なものとなった。こうした方針は1975年成立の自由・地方両党の連合によるフレーザー政権

下においても引き継がれ，多文化主義（mu1tiCultura1iSm）に基づいた教育政策の推進がオース

トラリア社会における国家的かつ緊急の課題となっている3〕。

 多文化教育（mu1ticultural education）は，多文化主義ないしは文化多元主義（cu1tural p1ura1－

iSm）に基づく教育であり，移民（諸民族）の母語と文化を尊重する点で，少数民族集団の文化

を主流民族集団の文化へ同化させるという教育と一線を画している。つまり，江淵一公によれ

ば，多文化教育は，「諸文化の優劣の順序づけ，高低の格付けを否定する，いわゆる『文化相対

主義（Cu1tural re1atiViSm）』の思想に立脚」して，「『進歩』の名のもとに強い主流文化を自ら

望まない人びとにまで押し付けることを拒否」するという点に，その成立基盤が求められると

いうのである4〕。しかしながら，こうした文化相対主義に立った教育は，国家の中での個別民族

集団への分裂という危険性をも内包している。オーストラリアでは諸民族の文化の維持と共存

をはかりつつ，そうした文化を如何にして「同化」としてでなく「統合」しようとしているの

であろうか。

 本稿の目的は，オーストラりアにおける多文化教育の内実を社会科教育の教材やカリキュラ

ムの面から考察することにある。オーストラリアの多文化教育については，すでに佐々木毅が，

スモリ・ジソの説にしたがって，「①移民教育（英語を第二言語ξして教えるEng1ish asSecond

Language，すなわちESLをその重要な領域として含む），②（狭義の）多文化教育（すべての

オーストラリアの生徒に，オーストラリア社会の多様な言語と文化への知識と理解を植えつけ

る），③民族教育（特定の民族集団のメンバーにその集団の言語や文化を教える）5〕」の3種類に

区分し，その実態を考察している。この3種類のうち社会科教育の在り方に主としてかかわる

のは②であるが，佐々木はこれについて，スモリ・ジソによる言語・文化に関するカリキュラム

発展の3期区分（古典期，国際期，内的多文化期）に着目した上で，1970年以降の内的多文化

期にあっても「既存の文化的多様性をカリキュラムのレベルに反映させようとする努力はなか

なか進展していない」「スモリ・ジソの3区分は飽くまで政策上，理念上のもので，現実には多文

化教育はカリキュラムのなかに定着しているとは言いがたい」としている6〕。

 そこで本稿では，連邦政府の教育大臣に対して直接の責任を負うカリキュラム開発センタ

」〕（CurricuエumDeve1opmentCentre，略称CDC）がカンタス航空と共同で作成・開発した教

材，さらにはニューサウスウェールズ（N．S．W．）州や学校・地域におけるカリキュラムを事例

として取り上げ，社会科教育における多文化教育の内実について論及していくことにする。



オーストラリアの社会科カリキュラムにおける多文化教育の視点 277

2．ケーススタディとしての「オーストラリアの17家族」

 「オーストラリアの17家族（17AustralianFami1ies）」はCDCとカンタス航空が共同で開

発した6～10学年を対象とする多文化教育のためのキット（kit）であり，主として社会科，歴

史，地理といった社会科教育の場で使用されている。タイトルにも示されているように，この

キットの中心に位置づけられているのは，現代のオーストラリア社会の多種・多様な構成貝の

中から抽出された17家族についてのケーススタディ（casestudies）である。この17家族は，

文化，時間（歴史），空間（地理），社会・経済の四つの側面におけるバランス目〕を考慮して抽出

されているが，ケーススタディにおける学習内容とかかわって特に注目に値するのは，第1の

文化バランスと，第2の時間（歴史）バランスである。

 第1の文化バランスについていえば，ここでは，オーストラリアが多民族国家であるとの自

覚に立って，文化の多様性，多元性を認識できるような移民が抽出されている。ここで抽出さ

れているオーストラリアの先住民（アボリジニー）以外の16の家族の移住前の母国は，ヨーロ

ッパではイギリス，アイルランド，ドイツ，ギリシア（サモス島），イタリア，マルタ，オラン

ダ，ポーランド，ユーゴスラビア，アジアでは中国（広東），レバノン，トルコ，ベトナム・ラ

オス，アメリカではチリ，アメリカ合衆国，太平洋諸島ではフィージー・バヌアツであり，統

計費絆〕に基づいて，オーストラリアにおける人口溝成比率が比較的高い文化的集団から抽出

した傾向がここには見られる。だが，先住民であるアボリジニーの家族（Stanley家）や移住後

数世代を経たアングロ系の家族（Medwin家）と対等の位置づけをもって，人口構成比率が低い

にもかかわらず，亡命してきたベトナム・ラオス系の家族（Ha家）や，南太平洋諸島からの移

住民である家族（Andrew家）もまた抽出されている。これは，外へ向けては，南太平洋諸国を

含めたアジア・太平洋地域の一員としての自覚こそがオーストラリアの存立と発展の要件であ

るとする国家的課題の認識を反映しているに他ならず川，また内に向けては，集団移住によって

文化摩擦がおきているとの現実直視や「教育面において無視されてきた11〕」少数民族の文化理解

によって，多文化社会への自覚を促すための配慮であり，現代のオーストラリア社会が抱えて

いる文化バランスを反映している点で注目に値する。

 第2の時間バランスについていえば，ここでは，オーストラりア社会の多民族国家化への過

程が理解されやすいような移民が抽出されている。つまり，アボリジニーの家族は無論のこと，

古くは1800年代に移住してきたアングロ系や南太平洋諸国からの家族，さらには中国系家族

（Yee家）のように数世代にも渡って祖先を逃れる家族から，最近では1978年に移住してきた

ベトナム・ラオス系の家族まで，オーストラリアを多民族国家たらしめた歴史的経過（移民の

動向）が自覚できるような配慮がなされているのである。

 工7家族についてのケーススタディは，それぞれ28～32頁に及ぶ小冊子毎に提示されている。

小冊子は，各家族の歴史や日常生活の様相をインタビューをもとに忠実に再現したものであり，

各家族の個性的な実話を家族の構成貝が，写真や地図，家系図といった資料を交えて語るとい

う形式をとっている。語っている内容は，①家系，②移住前後から現在に至るまでの家の歴史，

③家族の現在一居住地，家族の役割と分担，育児，地域共同体（Community），アイデンティ

ティ1④住居，⑤食生活，⑥余暇，⑦信仰・宗教，⑧李習・教育，⑨コミュニケーション

（意思疎通の方法としての言語），⑩職業，の10項目にっいてであり，英語が母語であった家
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族については⑨の項目が除かれているものの，これらの項目は各小冊子に共通している。17の

小冊子で示されている家族のうちから5家族を抽出し，さらに，移住前の母国名とともに，前

記の②③⑯の項目についての家族の語りをケーススタディの具体的内容の一端が理解できるよ

うに部分的に抜き出してまとめると，以下の通りである12〕。

 Stanley家（オーストラリア先住民）

  家の歴史（背景）……若い頃，私は，アボリジニーだというだけで，地方のホテルに入ったり，そ

     ごてビールを飲んだりする自由を奪われていた。私にはあちらこちらに出掛けることも許

     されなかった。人々は私をアボリジニーだからという理由で差別待遇した。

  家族の現在……「あなたが誰であり何であるかについて誇りを持て」というのが今の私の信条であ

     る。私は命，人が私を何と呼ぼうと悩みはしない。ただ一笑に付すだけだ。しかし私は，人

     が「黒人の何とかさん」とか「士人」とか「アホ」とか呼んだ時には戦う。私は彼らがどう

     いう感情でそう呼ぶのかを知っているから戦うのだ。

  職業……私は現在の仕事（コミュニティー・カレッジの講師）の中で，アボリジニーに地域社会が

     如何に対応すべきかを教育しようとしている。態度を変えさせることが仕事である。私はま

     た，この多文化社会において他のアボリジニーたちが十分競っていけるよう手助けをして

     いる。生き残っていくために，我々はこの社会の中で競っていかねばならない。

 Medwin家（イギリス）

  家の歴史（背景）……我々は今，一所懸命に働いていると思う。しかし、初期の開拓者たちがした

     にちがいないこととは比べものにならない。

  家族め現在……最近，家が受け継ぐべきものに人々が関心を持つようになってきた。3年ほど前，

     我々は，初期開拓者たちの子孫が約1000名も集まる催しを開いた。

  職業……私は伝統がつづくことを望む。もし息子のクレイグがこの所有地で農夫にならないのな

     ら失望するだろう。しかし，私は，彼が農夫である私と同じMedwin家の血すじをひいてい

     ると思う。

 Andrew家（フィージー’バヌアツ）

  家の歴史（背景）……私はサトウキビ畑を再び見たいとは思わない。もう十分だ。過重な労働たつ

     たからだ。

  」家族の現在・…・・最近，有色人種の人々の間で，文化，習慣，主体性（identity）についての自覚が

     高まってきている。

  職業……今は生計をたてるための方法はたくさんある。私が子どもの頃は本当によくなかった。道

     路工事や農場で働くか，失業手当を受けるしかなかった。

 Yee家（中国）

  家の歴史（背景）・…・・私の祖先は黄金を求めてオーストラリアにやって来たのだと思う。それにつ

     いて本当のところ多くは知らない。私が生まれる前に祖父母は亡くなっていたからだ。でも

     祖父はダーウィンに資産（地所）をたくさん所有していたから，とても成功したのにちがい

     ない。

  家族の現在……ダーウィンのあたりにおよそ56もの親類が住んでいる。結婚してもそのままダー

     ウィンに住むかららしい。まとまった集団をつくっているように思う。大部分の中国系の家

     族は極めて親密だ。それが年長老を尊敬する中国人の生活の仕方だ。中国系の家族には，「し

     ゅうとめ（mother－in■aw）」といった言葉は存在しない。
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  職業……中国女性が働くのは昔は稀であった。しかし，私の家では両親が一緒に働いている。

 Ha家（ベトナム・ラオス）

  家の歴史（背景）……私の妻にとって国から逃げだすのは2度目の経験であった。我々は全く秘密

    一裏に計画を実行しなければならなかった。ラオスを逃げだす計画がもれたら，必ず投獄され

     るか殺されるかしただろう。一

  家族の現在・…・・オーストラリアで生活していて最も悲しいことは，ここに親類がいないことです。

     ときどきさみしくなります。私たちはここでは物理的には満たされている。でも，精神的に

     は幸せでなく安定していない。

  職業……私は妻がそんなに懸命に働くのを見たくはない。でも，食べていくためには，そして将来

     のたくわえのためにはそれも必要なことだ。

 上記の事例から理解されるように，このキットでは個別的な家族の個性的な実話を学習者に

提供するという姿勢が貫かれている。三うしたケーススタディの在り方の根底には，「偏見が克

服され・多文化が相互に結合しあうという最終目標が達成されるのは，他文化を型にはまっ年

もの（stereotype）としてとらえるのではなく，個別的な様相としてとらえるようになった時だ

けである13〕」との信念が存在している。すなわちこのキットでは，多様な文化を保持していくこ

とは是認しつつも，同時に，「異なる文化的な背景を有する’人々の間に存在する多くの共通性に

も着目し，国としてのまとまりをはかっていくM〕」こともめざされているのであり，そのために，

民族間ではなく，個人ないしは家族のレベルでの文化的多様性が強調されているのである。

 「オーストラリアの17家族」の一般的ねらいは以下の10項目I5〕で示されているが，オースト

ラリア社会全体としての文化的統合をはかろうとしていることがうかがえるのは，ねらいの⑤

⑦⑧である。このうち特に⑤と⑦は，多文化社会への直視と多文化の尊重にかかわっていると

解釈できる他の項目のねらいを前提とした上で，諸文化の「統合」への橋渡しをするという点，

換言すれば，価値教育の面から極めて重要である。

 ①教室や地域社会そして国の中に存在する多文化の様相についての気付き，理解，感受性

  をより促すようにすること。

 ② 多文化社会に生きているという現実に，すべての子どもたちが対処できるようにするこ

  と。

 ③様々な民族集団の文化的遺産を受け継いだり，異文化間理解（inter㎝ltura1mderstand－

  ing）や国際理解（intemationa1mderstandi㎎）を促したりすること。

 ④ 様々な背景を有するオーストラリア人に存在する個人的，文化的なアイデンティティを

  高揚するようにすること。

 ⑤すべての人々が本来有している価値観について強調したり，集団間や個人間に存在する

  違いの社会全体に果たす積極的な役割について強調したりすること。

 ⑥他の民族集団の習慣や価値観の違いについての感受性や理解，受容を発展させること。

 ⑦あらゆるところの人々に共通している多くの習慣や価値について気付かせること。

⑧ 文化は絶え間なく展開していくものであり，特にオーストラリアでは著しいということ

  を理解させること。

⑨ 教室や地域社会にある素材を使うように教師を促すこと。

 ⑩多支化主義の中に暗に含まれている緊張関係について気付かせるようにすること。

 「オーストラリアの17家族」において，価値に関する学習は，①ケーススタディの中から一
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つを選び，そこに見られる価値について調べる，②様々な家族のケーススタディの中に見られ

る価値を比較する，③オーストラリア社会全体としての価値には何があるかを調べる，の3段

階からなっており，それぞれの段階での学習の観点は次のようなものである1個〕。

 ①②の段階における価値はケーススタディとしての家族が有するものであり，これらの家族

における育児，教育，役割と相互関係といったことの説明の中で，それらは明らかにされる。

ここでは，自由（freedom），権威，物的所有，社会発展といったことに対する態度を検証した

上で，それらの態度を例にして，ケーススタディの家族の間に存在する共通性と相違性を明確

にすることが求められている。

 ③の段階における価値の例としては，混合語（11㎎uafranca）としての英語，民主主義，言

語・宗教の自由，子どもの世話といったことがあげられている。ここでは，不十分な証拠に基

づいて人々や集団をステレオタイプ化したり価値判断したりすることを避け，議論を通して，

「多くの家族は，自分自身をまずオーストラリア人として，次に民族集団の血すじを引いたも

のとして捉える」ことができる一ようにすることが求められている。具体的には，オーストラリ

ア社会における共通の文化や新しい文化的秩序の問題，オーストラリア文化のアイデンティテ

ィと民族集団の文化とのかかわり，現代と30年前のオーストラリア社会における態度や価値の

違い，といったことがここでは取り上げられている。

 つまり，諸民族の文化の尊重すなわち文化の多元化に固執すれば，国家集団としてのまとま

りを欠き，逆に，文化の国家的統合すなわち文化の一元化に固執すれば，主流民族文化への同

化を強要することになるという，多文化教育のもつジレンマの中にあって，「オーストラリアの

17家族」における価値学習は，両者を調整し一定の秩序を与えるという大きな役割を担ってい

るのである。

 以上「オーストラリアの17家族」の分析を通して，そこに見られる多文化教育の在り方を指

摘してきたが，それは「ステレオタイプ化された民族の代表としてではない個性的な家族につ

いてのケーススタディを通して，文化の多元性・相対性の自覚と諸文化の共存，さらには『統

合』をめざすものであり，そのための方策として価値教育が重要な位置を占める」とまとめる

ことができる。

3．N．S．W．州のカリキュラムにおける多文化教育

州の自治権の強いオーストラリアでは，教育内容も基本的には各州の教育省の権限下におか

れており，したがってその在り方は極めて多様である。ここでは，ヴィクトリア州とともにオ

ーストラリアの政治・経済・社会において中心的な位置を占めているN．S．W．州を事例として取

り上げ，社会科教育の中で見られる多文化教育の内容や視点について，州のガイドラインやシ

ラバス，さらにはシドニー郊外のカンタベリー小学校が中心となって地域で開発したカリキュ

ラムの分析を通して考察することにする。

31N．S．W．州の多文化教育と社会科教育

N．S．W．州教育省が多文化教育にあたって強調しているのは，「多文化の展望に立ったカリキ

ュラムの作成」と「異文化間理解の教育」の2点である。前者については，そのカリキュラム
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は「オーストラリアの歴史・社会・文化が有する多文化的性格についての適切な情報を組み込

んだものである」とされ，後者については，「自分自身や他の者の民族的な背景やオーストラリ

アの人々の聞に存在する相互作用についての態度・信念・価値についての教育」であると規定

されている17〕。つまり，オーストラリアが有する多文化的性格の理解と，オーストラリア人の中

に存在する民族的背景や葛藤への対処を取り上げている点において，それは「オーストラリア

の17家族」と共通している。

 N．S，W．州の初等社会科教育では，学習内容は，「個人（Pers㎝a1）」「社会（Socia1）」「環境

（Environmental）」の3領域毎に示された理解項目にあてはめて抽出される1目）。社会科（Socia1

Studies）の中で多文化教育を実践していく際の理解項目のうち，「社会」にかかわるものだけを。

示すと，以下の通りである’9）。一

 ①オーストラリアは国としてのアイデンティティのための価値を共有するが，民族集団の

  一員としての異なる文化も有する。

 ②歴史を通して見れば，オーストラリアは多くの民族集団の人々によって構成されつづけ

  ている。

 ③様々な民族的背景を有する人々は，オーストラリアの発展に貢献し，また貢献しつづけ

  ている。

 ④先住民族以外のオーストラリア人は，オーストラリアの外の場所に家系を追うことがで

  きる。

 ⑤社会における相互作用は民族集団の構成員によってなされる。

 ⑥人々は時として，民族集団の一員という観点から，他の者に対して型にはまった判断を

  しがちである。

 ⑦文化的違いに基づいた偏見や葛藤はオーストラリア社会にしばしば見られるが，民族的

  な多様性はまた，より豊かな力強い社会のための活力ともなる。

 ⑧民族集団が言語的少数派を形成するのでオーストラリアでは多くの言語が使われるが，

  オーストラリアで生活するためには英語が基本的なものとなる。

 ⑨ どの民族集団でも文化的な変化はおこる。

 ⑯人々は民族的背景を反映した様々な習憤を有する。

 ⑪人々は集団や組織を形成するが，そのいくつかは民族的背景にかかわったものである。

 これらの項目を，「オーストラリアの17家族」のねらいの分析において用いた二つの視点，

すなわち，「多文化社会の直視と多文化の尊重」と「オーストラリア社会全体としての文化的統

合」にしたがって整理すると，②④⑤⑯⑪は主として前者に，③⑥⑦⑧⑨は主として後者にか

かわり，さらに①は両者にかかわっていると解釈し得る。つまり，「文化」ではなく「民族」と

いう用語を使用しているものの，「オーストラリアの17家族」における多文化教育の捉え方と

共通したものがここにも見られるのである。

 「社会科は，子ども自身の民族的背景を理解させるのに役立ち，民族集団の人々と積極的に

かかわっていく能力を育成するのに役立つ酬」とのN．S．W．州教育省の言明をも踏まえれば，多

民族国家としての課題，換言すれば文化の多様性，多元性というオーストラリア社会がかかえ

る課題に対して，社会科が果たすべIき役割は極めて大きく，多文化教育の推進はそのまま社会

科のそれと連動するとしている点が注目に値する。

 N．S．W．州の中等社会科教育の前期（7～10学年）におかれているコースのうち，特に多文化
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教育とのかかわりが強いのは「アジアについての社会科（Asian Social Studies）」である21〕。

このコースでは，学習内容の中軸として「発展的な学習（Depth Studies）」が位置づけられて

いるが，そこでは，国・地域（regiOn）・社会的文化的な集団の文化，そこで生きる人々の総体

としての生活様式（way oflife）についての事例研究がな一されている。この「発展的な学習」

においては，「内から文化を見るようにし，文化から人々の声を聞き，彼ら自身の文化的背景の

中でながめることによって（外側に立ったり，自分たちの文化的な基準で判断したりせずに），

彼らの行為を理解したり認識したりする22〕」ことが求められている。

 「アジアについての社会科」は，アジア・太平洋地域の一員としての自覚こそが自国の存立

と発展の要件であるとするオーストラリアの国家的課題の認識を反映して設けられたコースで

あり，基本的には国家間の理解を中心とする国際理解（intemationa1mderstanding）の教育

や，異文化間理解（intercultural mderstandi㎎）の教育の範ちゅうで捉えられるものである。

しかしながら，外へ向けての国や文化の理解は，内に存在する文化の多様性を「統合」すると

いう課題ともかかわってくるものであり，その根底において多文化教育とも連動しているので

ある。また，このコースにおける学習の意義をより積極的に捉えるならば，こうした在り方は

多民族国家ないしは多文化主義に対する自覚の乏しい我が国においても取り入れ可能なことで

あり，我が国の「文化に関する教育」に与える示唆は大きい。

3．2学校・地域のカリキュラムにおける多文化教育

 シドニー郊外のカンタベリー小学校で1977～78年に開発され，1978～79にはN．S．W．州教

育省の援助を受けてセントジョージ地域全体を対象とするものへと発展していったセントジョ

ージ・カリキュラム2引（StGeorgeCurricul㎜）は，学校・地域段階での多文化教育の内実を

考察する上で極めて重要である。それは，カンタベリー小学校には43か国からの移民の子弟が

在籍し，全校児童の87パーセントが英語を母語としていないという実情があり，学校そのもの

が多民族社会の縮図として位置づけられるからである。

 このカリキュラムでは多文化教育にかかわる内容は各学年に配置されているが24〕，特に注目

に値するのは、アメリカのブルーナーによって開発されたMACOS25〕（Man；A Course of

Study）が第5学年で取り上げられていることと，諸民族の文化研究のための「我が地域社会へ

の移住者（New Sett1ers in OurCommunity）」と題する特別の独立単元が1O～13歳の子ども

を対象に設けられていることである。

 この「我が地域社会への移住者」の分析を通して，学校・地域段階での社会科カリキュラム

における多文化教育の内実を，前述の「オーストラリアの17家族」やN．S．W、州の社会科カり

キュラムとの対比を中心として考察すると，それは以†の4点にまとめられる。

 第1は，ケーススタディや「発展的な学習」を通して学習される対象として，①オーストラ

リア人の現在及び過去の生活と環境，②西欧・東アジア・東南アジアにおける生活様式と環境，

③オースト’ラリアの生活様式に影響を与え，オーストラリアにとって重要な世界の他文化地域，

の三つをあげている点である26〕。①は「オーストラリアの17家族」と同様な対象であり，②③

は「アジアについての社会科」と共通した内容を有していることが注目に値する。

 第2は，中心課題（focusquestions）として，「オーストラリアで現在生活している移民とど

のように意思疎通をはかっていくのか」と「我々は彼ら（移民）から何を学べるのか」の二つ

が設定されている点である27〕。これらの中心課題は諸文化の共存，「統合」を強調しているもの
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であり，「オーストラリアの！7家族」やN．S．W．州の社会科カリキュラムに見られたものと合致

している。これらの中心課題に対する最終的な緒論は，前者については，「我々は移住者と話そ

うとしたり，彼らの習慣を理解しようとしたり，彼らが彼らの伝統的な習慣を維持しようとし

ていることを理解したりすることによって，よりよい意思疎通をはかることができる2目〕」という

ことである。また，後者については，「移民はオーストラリアの労働力として重要である」「移

住者たちが今日のオーストラリアをつくりあげた」という一般命題（genera1iZationS）が対応

している29〕。個別民族文化への分裂という危険性を内包しているかに見える文化の多様性・多元

性こそが，実は国家の絶えまない革新’性と活力の源となっているとの認識が，そこには強く打

ち出されているのである。

 第3は，具体的な学習展開の過程において，他国理解をはかっているという点である。大単

元（学習過程）としては，①「オーストラリアヘの移住者」②「ギリシアについての発展的な

学習」③「イタリア人，トルコ人，ドイツ人，オランダ人，インド人との比較研究と世界まつ

り（Intemationa1Festival）」が一例としてあげられているが，②③の大単元において外国及び

外国人そのものについての理解がはかられているのである3。）。②の大単元でいえば，ギリシアの

歴史や地理，ギリシアの村を事例としてのギリシア人の生活スタイル・環境・家族のつながり・

儀式・宗教・習慣・音楽・ダンス・芸術・工芸・価値といったものが学習内容とされている。

こうした在り方は，国や文化の外に向けての理解という点で「アジアについての社会科」の在

り方と共通しており，注目に値する。

 第4は，個人や家族についてのケーススタディが取り上げられているという点である。誕生

パーティに呼ばれたローラという女の子の外出をめぐって生じ．た，ギリシア人とオーストラリ

ア人の習慣の違いと両者の葛藤を教材化しているのであるヨ1〕。多文化教育においては，各文化間

に生じる葛藤場面は避け得ないものであり，またそれはそのまま，価値についての学習へとつ

ながる。価値についての学習が重要な位置を占めるという点において，このケーススタディは，

「オーストラリアの17家族」における個人や家庭のそれと共通している。

 以上の4点の考察から理解されるように，「我が地域社会への移住者」に見られる多文化教育

の在り方は，「オーストラリアの17家族」及びN．S．W．州の社会科カリキュラムのそれと同じ線

上に立っているということができる。

4．おわリに

 多文化教育は，小林哲也・江淵一公が述べるように，基本的には「異なった民族あるいは文

化の間での一国内での共存をめざす教育の一つの形態（傍点引用者）」であり，「日本は単一民

族から成る単一社会であるとの認識が常識化している」我が国においては，多文化教育と名づ

けられるものは存在していない目2〕。日本にもアイヌ民族，韓国・朝鮮系，中国系といった民族が

存在しているのは事実なのであるが，「統合」よりは「同化」が基本政策であり，また最近では

外国人労働者も増大しているが，出入国管理法の改正にも見られるように，「共存」よりは「排

除」が基本方針とされているからである舶〕。

 我が国の社会科教育において，「文化に関する教育」は，主として国際理解教育ないしは異文

化間教育の範ちゅうの中でなされてきた。しかしながら米国の黒人を売春婦に例えた梶山法相
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の発言に対する米下院外交委員会の決議に示されるように，我が国においても，多民族社会に

対する理解を高めるための積極的な教育計画の実施は緊急の課題である宮4〕。

 こうした問題状況を踏まえるならば，文化多元主義ξ文化相対主義に立脚した上で「統合」

をめざし，さらには民族的文化の多様性こそが国の活力の源であるとするオーストラリアの多

文化教育の在り方から学ぶことは大きい。
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ABSTRACT

   The large wave ofimmigration in the postWorldWar II years and the recent refugee

arrivals have brought about profomd changes in Australian societyl In formulating social

and political policies to meet these changes，mu1ticu1tural education often become the

subjects of heated debate．

   “17Austra1ian Families”is the Qantas－CDC kit provides detai1ed case studies of17

families1iving in Australia．It is presented in a personal way一利ach families tells its own

story about past experiences and present lifestyles．The reader can1ook deeper into the

materia1s to analyse the values expressed，to compare situations and to come to the

realization that Australia is indeed a multicultura1society．

   Socia1’Studies of the New South Wa1es can he1p children develop both an mderstand－

ing of their own ethnic background and the ability to interact positively with people of their

own and other ethnic groups．

   “Asian Social Studies”is a course of the Secondary Schools Board of New South

Wales．It invo1ves the student tryi㎎to1ook at a culture from the inside，listeni㎎to the

voice of people from the cu1ture，attempting to understand and appreciate their behaviour

by seeing in their own cu1tura1context、

   “NewSett1ersinOurCo㎜unity”istheunitoftheSt．GeorgeCu耐icu1umProject．
The emphasisinthismit is on close interactionbetweenthechi1drenandmembers of1ocal

ethnicco㎜mities．Thismitattemptstoanswerthefocusquestionsasfollows；Howcan

weco㎜micatewithpeoplefromoverseaswhoarenowlivinginAustralia1Whatcanwe
1earn from them～

   In conc1usion，multicultural education in Australia points out strongly that it is impor－

tant not on1y to maintain different cu1tures but a1so to promote interaction among people

in society as a who1e．


